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皆さんの活躍には、いくつも目を見張るものがありました。初代ＭＳＪリーダーズ、初代図書委員会、初代いこまい祭・祭プロデューサー。皆さんがフロンティアとして切り開き、後輩への道筋を付けてくれたたくさんの活動があります。「学習目標」と学級の「核となる活動」を設定して、学級が一丸となって最高の授業づくりに取り組んだのも、今年が初めてでした。卒業生の皆さんは、全学級が「核となる活動」を「学び合い学習」にしましたね。希望進路の実現に向けて、授業・学習を最も大切にしたいという皆さんの決意を感じました。最高の授業づくりに向かう皆さんの取組の成果は、１１月４日の学習発表会で見事に実を結びました。


しかし、たくさんの活躍の中で、最も印象に残っているのは皆さんの「合唱」です。…（中略）広島の平和公園で、被爆ピアノの伴奏で歌った合唱。道行く人々が足を止め、皆さんの合唱に聴き惚れていました。私は皆さんのことを誇らしく思いました。


皆さんの中には、合唱が苦手な人や嫌いな人がいることも、私は知っています。それでも、リーダーを中心に、苦しみながら何とか思いを一つにしてつくりあげてきた合唱だからこそ値打ちがあるのだと思います。だからこそ、下級生があこがれる美しさと勢いを生み出せるのだと思います。


皆さんは笠原中の合唱を『笠中ブランド』と呼べるものに高めてほしいと話してくれました。それは簡単なことではありません。しかし、きっと在校生は皆さんの思いを受け止めて努力してくれることと信じています。「とことん関わり合う気持ち＝笠中魂」これを目指して、仲間と共に苦労も乗り越えて成長してきた皆さんです。合唱で見せた皆さんの絆が、ここ笠原を離れることがあっても続くことを願っています。


皆さんの成長を支えてきたのは仲間だけではありません。１５年間、一時も休むことなくあなた方の成長を願い続けた保護者の方に、どうぞ感謝の言葉を伝えてください。…（中略）


さて、卒業生の皆さん、私は皆さんにこう伝えてきました。『夢や願いをもち、その実現のために他者と協力しながら努力できる人になってほしい。』本当の夢へのチャレンジはここから始まります。…（中略）


そして、この世で最も大切なものは、皆さんの命です。その心臓の鼓動を絶対に絶やさないこと。これからの人生、楽しいこともあれば、必ず苦しいこともあります。一つ言えることは、皆さん一人一人が、必ず幸せになるために生まれてきているということです。分かれ道にさしかかったら、自分が幸せになれる道はどちらかを見極めて選択してください。それは、楽な道を選ぶこととは違います。幸せになるためには、敢えて苦しい道を選ばなければならないこともあります。その先に幸せが見えるかどうかです。そして、幸せになるには、時には逃げ出すという道だってあります。やはり、その先に幸せが見える逃げ道かどうかです。いつも正しい道を選べたら、それに越したことはありません。しかし、道を誤ることもあります。その時は、引き返したり、道を選び直したりすればよいのです。幸せになるために生きて、そして、幸せになってください。





「厳粛さ」と、心のこもった礼や思いを精一杯伝えた合唱によってつくりだされた「静中の動」が大きな感動を生み出しました。多くの卒業生の目には涙が光っていましたが、在校生の中にも、卒業生に送る合唱では、涙を流して歌っている生徒もいました。卒業生が在校生や保護者に向けた合唱は、感謝や希望、後輩へのエール等、全ての思いを込めて歌いきった迫力の合唱でした。


以下は、薄井校長の言葉です。　（式辞より抜粋）





３月７日（火）、第７０回卒業証書授与式が無事に挙行されました。卒業生はもちろん、１、２年生も事前の練習段階から真剣さをもって取り組んでいました。卒業式は中学校行事の中で最も大きな行事であり、義務教育を無事に修めたことを証する大切な儀式です。全校生徒一人一人がそのことを意識し、大変感動的な、最高の卒業式を創ることができました。微動だにしない姿勢と静けさによって醸し出された　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　


























